
臨床データ連携・共同研究に関する連携協定
「よこはま医療データハブ」による多施設共同研究基盤の構築 〜参画6病院 計3,705床／年間入院 延べ約10万人〜

横浜市立大学附属病院
671床・横浜市金沢区

横浜市立大学附属

市民総合医療センター
655床・横浜市南区

藤沢市民病院
536床・藤沢市

横須賀共済病院
740床・横須賀市

済生会横浜市南部病院
453床・横浜市港南区

横浜市立市民病院
650床・横浜市神奈川区

よこはま医療データハブ

神奈川県内6病院が本協定に参画

幹事機関 兼 データ管理責任主体：公立大学法人 横浜市立大学

データ統合基盤の運用／分析支援／研究総括／個人情報の管理責任

データ統合・分析コアユニット

医学（臨床医学・社会医学・基礎医学）×データサイエンス

（データサイエンス学部・研究科の教員・研究人材が参画）

データ統合

時系列臨床データ

個人情報の保護

個人が特定されないよ

うに加工

多施設統合解析

横浜市大が幹事機関

として運用

RWD研究

リアルワールドエビデンス

の創出

臨床データを加工 → 6病院横断で統合解析 → リアルワールドエビデンスを創出

横浜市立大学の研究基盤

J-PEAKS

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業

文部科学省に採択（全国25大学）

AI・データハブによる解析環境と大規模

RWDの蓄積が本協定のデータ統合・

分析基盤を支える

本協定の研究成果がJ-PEAKSの達成

指標に還流

社会実装（神奈川県・横浜市等の公共機関への還元）

治験・臨床研究の活性化への寄与
学術成果

学術論文・国際発信

人材育成

臨床研究・ データサイエンス・

統計学

本協定は令和8年3月31日締結。連携協定本文に基づき、研究計画書を倫理審査委員会に提出し、情報公開文書を掲載予定。

年間DPCデータ件数：厚生労働省『令和5年度DPC導入の影響評価に係る調査（退院患者調査）』参考資料1（2）分析対象外データの状況より6病院合計を集計。
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